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第
四
章　

孟も
う

浩こ
う

然ね
ん

「
春し

ゆ
ん

暁ぎ
よ
う

」

	
	

―
結
句
「
花
落
知
多
少
」
の
定
訓

―

一
　
は
じ
め
に

　

漢
詩
「
春
暁
」
は
現
在
で
は
最
も
知
ら
れ
た
定
番
教
材
で
あ
る
。
た
だ
し
、
起
句
「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
の
フ
レ
ー
ズ
が
確
立
し
た

の
に
対
し
、
結
句
「
花
落
つ
る
こ
と
知
り
ぬ
多
少
ぞ
（
知
る
多
少
）」
の
方
は
い
く
つ
か
の
言
い
回
し
が
あ
り
、
諸
書
に
お
い
て
見
解
が

異
な
る
。
戦
後
、
吉よ

し

川か
わ

幸こ
う

次じ

郎ろ
う

・
三み

好よ
し

達た
つ

治じ

共
著
『
新し

ん

唐と
う

詩し

選せ
ん

』（
岩
波
書
店　

一
九
五
二
）
に
お
い
て
当
該
結
句
の
訓
読
が
話
題
に
さ

れ
て
以
降
、
七
十
年
以
上
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
結
句
を
め
ぐ
る
論
争
が
交
わ
さ
れ
て
き
た
。
わ
が
国
で
は
人
口
に
膾
炙
し
た
漢
詩
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
に
定
訓
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
章
で
は
当
該
詩
「
春
暁
」
に
お
け
る

結
句
の
諸
書
の
用
例
に
つ
い
て
俯
瞰
し
な
が
ら
、
国
語
教
育
の
観
点
か
ら
の
考
察
を
試
み
る
。

二
　
孟
浩
然
「
春
暁
」
に
つ
い
て

　
「
春
暁
」
の
作
者
孟も

う

浩こ
う

然ね
ん

は
盛
唐
の
詩
人
で
あ
り
、
李り

白は
く

と
の
交
友
関
係
は
「
黄
鶴
楼
送
孟
浩
然
之
広
陵
」
に
詠
み
込
ま
れ
て
有
名
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で
あ
る
。
自
由
奔
放
な
生
涯
を
全
う
し
て
官
吏
と
し
て
の
出
世
に
は
無
欲
で
あ
っ
た
と
言
う
。
春
の
眠
り
の
中
で
鳥
や
雨
な
ど
の
音
声

に
対
し
て
耳
を
研
ぎ
澄
ま
せ
て
い
る
せ
い
か
、
当
該
詩
を
聴
覚
的
漢
詩
と
し
て
論
じ
て
い
る
先
行
研
究
も
見
ら
れ
る＊

＊

。
こ
の
影
響
を
受

け
た
も
の
と
し
て
南
宋
末
期
の
兪ゆ

文ぶ
ん

豹ひ
よ
う『

吹す
い
け
ん
ろ
く

剣
録
』
に
お
け
る
「
作
者
盲
人
説
」
が
存
在
す
る
。

　
　

春
暁　
　
　
　
　
　

孟
浩
然
（『
唐
詩
選
』
巻
六
）

○  

○  

●  
●  
⦿

春 

眠 

不 

覚 
暁　
　

春
し
ゆ
ん

眠み
ん

暁あ
か
つ
きを

覚お
ぼ

え
ず

●  

●  

○  

○  

⦿

処 

処 

聞 

啼 

鳥　
　

処し
よ

処し
よ

啼て
い

鳥て
う

を
聞き

く

●  

〇  

○  

●  

○

夜 

来 

風 

雨 

声　
　

夜や

来ら
い

風ふ
う

雨う

の
声こ

ゑ

○  

●  

○  

○  

⦿

花 

落 

知 

多 

少　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

り
ぬ
多た

少せ
う

ぞ
（
知し

る
多た

少せ
う

）

【
形
式
】
五
言
絶
句
／
【
押
韻
】
暁
・
鳥
・
少
（
上
声
十
七
篠
）

　

五
言
絶
句
「
春
暁
」
は
心
地
よ
い
春
の
眠
り
に
つ
い
て
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
当
該
詩
を
め
ぐ
っ
て
は
「
歴
史
の
風

雨
に
散
っ
た
花
」
と
読
む
作
者
の
失
意
の
詩＊

＊

、
浪
人
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
居
直
り
の
詩＊

＊

、
世
俗
の
齷
齪
す
る
連
中
に
対
し
て
「
高

士
」
の
立
場
か
ら
傲
然
た
る
嘯
き
と
し
て
の
隠
逸
詩＊

＊

、
女
性
の
心
情
を
う
た
っ
た
閨
怨
詩
や
艶
詩＊

＊

な
ど
の
諸
説
が
あ
り
、
多
様
な
解
釈

が
な
さ
れ
、
必
ず
し
も
中
高
生
に
適
し
た
教
材
で
あ
る
と
は
即
答
で
き
な
い
。
中
国
文
学
者
松ま

つ

尾お

肇は
つ

子こ

は
戦
前
戦
後
の
教
科
書
に
お
け

る
「
春
暁
」
の
採
録
状
況
を
俯
瞰
し
、
戦
前
で
は
あ
ま
り
採
録
の
な
か
っ
た
当
該
詩
が
戦
後
に
増
え
た
理
由
は
学
習
者
が
親
し
み
や
す
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い
漢
詩
を
収
集
す
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
と
考
察
す
る＊

＊

。
ま
た
、
漢
詩
規
則
に
つ
い
て
は
Ⅱ
「
反
法
・
粘
法
」・
Ⅲ
「
下
三
連
の
禁
」
が

守
ら
れ
て
い
な
い
ほ
か
、
Ⅴ
「
押
韻
」
が
仄
声
と
な
り
、
近
体
詩
と
し
て
は
「
拗
体
」
で
あ
る
点
が
特
徴
で
あ
る
（
第
二
章　

平
仄
記
号

「
◆
漢
詩
規
則
」
参
照
）。

　

当
該
詩
に
つ
い
て
起
句
は
「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
と
い
っ
た
定
訓
が
確
立
さ
れ
る
一
方
で
、
結
句
に
つ
い
て
は
諸
書
で
バ
ラ
バ
ラ
で

あ
る
。
令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
現
在
、「
春
暁
」
は
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
に
お
け
る
国
語
教
科
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、

教
科
書
に
は
次
の
よ
う
な
訓
読
の
異
同
が
見
ら
れ
る
（
会
社
名
は
略
称
・
数
字
は
採
録
教
科
書
数
）。

▽
【
小
学
校
五
・
六
学
年
教
科
書
（
国
語
）】

◆
「
花
落
つ
る
こ
と　

知
る
多
少
」（
光
村
①
）

◆
「
花　

落
つ
る　

こ
と　

知
る　

多
少
（
花
落
知
多
少
）」（
教
出
①
）

◆
「
花
落
つ
る
こ
と
知
る
多
少
ぞ
（
花
落
知
多
少
）」（
東
書
①
）

▽
【
中
学
校
二
・
三
学
年
教
科
書
（
国
語
）】

◆
「
花
落
つ
る
こ
と
知
る
多
少
（
花
落
ツ
ル
コ
ト
知
ル
多
少
）」（
光
村
①
・
教
出
①
）

◆
「
花
落
つ
る
こ
と
知
る
多
少
ぞ
（
花
落
ツ
ル
コ
ト
知
ル
多
少
ゾ
）」（
東
書
①
）

◆
「
花
落
つ
る
こ
と
知
り
ぬ
多
少
ぞ
（
花
落
ツ
ル
コ
ト
知
リ
ヌ
多
少
ゾ
）」（
三
省
①
）

▽
【
高
等
学
校
一
学
年
教
科
書
（
言
語
文
化
）】

◆
「
花
落
ツ
ル
コ
ト
知
ル
多
少
」（
明
治
①
・
筑
摩
①
）

◆
「
花
落
ツ
ル
コ
ト
知
ル
多
少
ゾ
」（
三
省
①
・
東
書
②
・
数
研
①
）

◆
「
花
落
ツ
ル
コ
ト
知
ラ
ン
ヤ
二
多
少
ヲ
一
」（
第
一
④
）
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こ
の
よ
う
に
当
該
詩
は
初
等
教
育
か
ら
中
等
教
育
に
か
け
て
一
貫
し
て
教
材
と
し
て
採
録
さ
れ
続
け
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
た

だ
し
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
な
じ
み
で
あ
る
漢
詩
教
材
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
に
至
る
ま
で
定
訓
が
な
い
こ
と
は
当
該
詩
の

課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
結
句
「
花
落
知
多
少
」
和
書
用
例

─
中
世
か
ら
現
代
ま
で

─

　

当
該
詩
に
関
連
す
る
詩
句
は
す
で
に
五
山
時
代
に
見
ら
れ
る
。
鎌
倉
末
期
に
元
朝
か
ら
来
日
し
た
臨
済
僧
竺じ

く
せ
ん
ぼ
ん
せ
ん

仙
梵
僊
の
語
録
に
あ
る

「
上
堂
、
春
寒
不
レ
覚
エ
レ
暁
ヲ
、
処
処
聞
ク
二
啼
鳥
ヲ
一
。
文
殊
普
賢
起た
テ
テ
二
仏
見
法
見
ヲ
一
貶
シ
テ
向
フ
二
二
鉄て

つ

囲ち
せ
ん山

ニ
一
。
五
祖
老
人
道い
フ
「
今

後
更
ニ
敢
ヘ
テ
也ま
タ
無
シ
ト
。」
又
云
フ
「
一
度
被
レ
バ
二
蛇
傷
ヲ
一
、
怕お

そ
ル
レ
見
ル
ヲ
レ
断
ツ
ヲ
二
井
索
ヲ
一
。
畢
竟
汝
等
諸
人
作そ

も
さ
ん

麽
生
見
ル
ゾ
ト
。」
良や

や

久
シ
ク

云
フ
「
夜
来
風
雨
ノ
深
ク
、
花
落
ツ
ル
コ
ト
知
ル
ト
二
多
少
ヲ
一
。」」（『
竺じ

く
せ
ん仙

和お

尚し
よ
う

語ご

録ろ
く

』
巻
一
）
と
の
禅
門
答
の
中
に
「
春
暁
」
の
一
節
が
引
か

れ
た
記
事
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
若
干
の
字
句
の
異
同
が
あ
る
。
室
町
幕
府
四
代
将
軍
足
利
義
持
の
命
を
受
け
て
学
芸
を
伝
え
た

惟い

肖し
よ
う

得と
く

巌が
ん

『
東と

う

海か
い

瓊け
い

華か

集し
ゆ
う』

に
は
多
く
の
唐
詩
に
加
え
て
当
該
詩
の
摘
句
引
用
が
見
ら
れ
、天て

ん
い
ん隠

龍り
ゆ
う
た
く

沢
『
翠す

い

竹ち
く

真し
ん

如に
よ

集し
ゆ
う』

に
あ
る
「
古

徳
上
堂
曰
ク
「
即
心
即
仏
、
春
眠
不
レ
覚
エ
レ
暁
ヲ
、
非
ズ
レ
心
ニ
非
ズ
レ
仏
ニ
、
処
処
聞
ク
二
啼
鳥
ヲ
一
、
不
二
是
レ
心
ナ
ラ
一
不
二
是
レ
仏
ナ
ラ
一
不
二
是
レ

物
ナ
ラ
一
、
夜
来
風
雨
ノ
声
、
花
落
ツ
レ
バ
則
チ
多
少
ナ
ラ
ン
。
賦
シ
テ
二
一
偈
ヲ
一
以
為
ヘ
ラ
ク
蛇
ニ
添
フ
ル
レ
足
ヲ
者
也
」（「
結
坐
」）
な
ど
の
禅
語
中
に
も

当
該
詩
が
引
か
れ
た
ほ
か
、
如じ

よ

心し
ん

中ち
ゆ
う

恕じ
よ

『
碧へ

き

雲う
ん

稿こ
う

』「
花
因
風
雨
同
還
落　

懊
悩
一
春
風
雨
声
（
花
は
風
雨
に
因
り
て
同と

も

に
還ま

た
落
ち　

懊

悩
す
一
春
風
雨
の
声
）」（「
春
日
偶
作
」）、
天

て
ん
し
よ
う
ち
よ
う
い
く

章
澄
彧
『
棲せ

い
へ
き
て
き
こ
う

碧
摘
稿
』
に
は
「
到
頭
不
似
春
眠
穏　

窓
聴
幽
禽
磔
磔
鳴
（
到
頭
似
ず
春
眠
の
穏

や
か
な
る
に　

窓
に
は
聴
く
幽い

う

禽き
ん

の
磔た

く

々た
く

の
鳴
）」（「
人
日
」）
な
ど
の
翻
案
作
も
見
ら
れ
た
。

　

明
代
中
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
唐
詩
選
』
は
わ
が
国
に
お
い
て
荻

お
ぎ
ゆ

生う

徂そ

徠ら
い

の
唱
導
に
よ
り
大
い
に
流
行
し
た
。
徂
徠
の
門
弟
服は

つ

部と
り

南な
ん

郭か
く

に
よ
り
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
校
訂
刊
行
さ
れ
た
『
唐
詩
選
』
巻
六
の
「
春
暁
」
は
次
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
る
。
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春
眠
不
レ
覚
ヘ
レ
暁
ヲ 

 

春
眠　

暁
を
覚
へ
ず　

処
処
聞
ク
二
啼
鳥
ヲ 

 

処
処
啼
鳥
を
聞
く

夜
来
風
雨
ノ
声  

 

夜
来
風
雨
の
声　
　

花
落
ル
ヿ
知
ン
ヌ
多
少
ソ 

 

花
落
る
こ
と
知
ん
ぬ
多
少
そ

　

一
般
読
者
に
向
け
て
「
春
暁
」
は
こ
の
よ
う
な
訓
読
で
紹
介
さ
れ
た
。
な
お
、
南
郭
自
身
に
も
「
春
眠
」
と
題
し
て
春
の
眠
り
を
詠

ん
だ
翻
案
詩
（
五
言
絶
句
）
が
あ
る
（『
南
郭
先
生
文
集
』
第
三
編
巻
四
）。

　

こ
れ
に
先
行
し
て
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
一
六
七
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
し
て
京
都
二
条
通
鶴
屋
町
の
書
林
（
文ぶ

ん

林り
ん

軒け
ん

）
田た

原は
ら

仁に

左ざ

衛え

門も
ん

版
『
唐と

う

詩し

訓く
ん

解か
い

』
巻
六
「
花
落
ヿ
知
ヌ
多
少
ヲ
」
や
同
じ
く
富
小
路
五
条
上
町
の
書
林
（
文
林
軒
）
田た

原は
ら

勘か
ん

兵べ

衛え

版
『
校こ

う

正せ
い

唐と
う

詩し

訓く
ん

解か
い

』
巻
六
「
花
落
ヿ
知
ズ
レ
多
少
ヲ
」
な
ど
諸
本
に
よ
っ
て
も
訓
点
の
異
同
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
真
言
宗
の
僧
侶
泊は

く

如に
よ

運う
ん

敞
し
よ
う

『
寂

じ
や
く

照し
よ
う

堂ど
う

谷こ
く

響き
よ
う

続ぞ
く

集し
ゆ
う』

巻
七
（
元
禄
二
年
〈
一
六
八
九
〉）
に
も
「
花
落
ル
ヿ
知
ヌ
多
少
ソ
」
と
あ
る
。
そ
れ
で
は
南
郭
の
『
唐
詩
選
』
以
降

の
諸
書
に
お
い
て
結
句
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
た
の
か
以
下
に
確
認
し
た
い
。

《
近
世
（
江
戸
時
代
）
諸
書
に
お
け
る
訓
読
及
び
解
釈
》

①
入い

り

江え

南な
ん

溟め
い

『
唐と

う

詩し

句く

解か
い

』「
五
言
絶
句
」（
享
保
二
十
年
〈
一
七
三
五
〉）

花
落
ル
ヿ　
想
フ
因
テ

二
風
雨
ニ

一
而
花
応
レ
落
ツ
。　

知
ン
ヌ　
不
レ
知　

多
少
ソ　
不
レ
知
園
間
落
ス

二
幾
ク
花
ヲ

一
只
恐
ル
落
尽
シ
テ
無
ラ
ン
ヿ
ヲ

レ
余
矣
。
思
ヒ
不
レ
及
二
他
事
ニ

一
而
先
及
フ

レ
花
ニ
。

是
レ
春
―
暁
ノ
態
。
是
レ
妙
境
。

②
永な

が

井い

文ぶ
ん

安あ
ん

『
孟も

う

浩こ
う

然ね
ん

詩し

集し
ゆ
う』（

元
文
三
年
〈
一
七
三
八
〉）

花
落
知
ル
多
少

③
新あ

ら

井い

白は
く

蛾が

『
唐と

う

詩し

児じ

訓く
ん

』「
五
言
絶
句
」（
宝
暦
六
年
〈
一
七
五
六
〉）
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知
ン
ヌ
多
少
〔
知
ン
ヌ
ト
ハ
、
推
量
ノ
意
ナ
リ
。
実
ハ
不
レ
知
ナ
レ
ド
モ
、
大
抵
チ
ガ
イ
ナ
キ
ヿ
也
。
多
少
ト
ハ
、
多ヲ

ゝ

カ
ラ
ン
ト
云
ヿ
〕

④
小こ

林ば
や
し（

須す

原は
ら

屋や

）
新し

ん

兵べ

衛え

『
唐
詩
選
四
声
並
假
名
附
』
巻
六
（
宝
暦
八
年
〈
一
七
五
八
〉）

花ハ
ナ

▲
落ヲ

ツ
ル
ヿ

▲
知シ

ン
ヌ

▲
多タ

▲
▲
少セ

ウ
ゾ

⑤
千ち

葉ば

芸う
ん

閣か
く

『
唐と

う

詩し

選せ
ん

掌し
よ
う

故こ

』
巻
六
（
明
和
元
年
〈
一
七
六
四
〉）

花
落
ル
ヿ
知
ン
ヌ
多
少
ソ

⑥
服は

つ

部と
り

南な
ん

郭か
く

『
唐と

う

詩し

国こ
く

字じ

弁べ
ん

』
巻
六
（
明
和
四
年
〈
一
七
六
七
〉）

花
落
ル
ヿ
知
ン
ヌ
多
少
ソ　
　
昨
夜
ハ
．風
雨
ガ
ハ
ケ
シ
カ
ツ
タ
ガ
．定
テ
花
モ
大
フ
ン
落
タ
デ
ア
ラ
フ
．春
ノ
ス
ギ
ユ
ク
ヲ
．惜
ム
情
ナ
リ
。ナ
ン
ノ
意
モ
ナ
イ
ヤ
ウ
ナ
詩
ナ
レ
ド
モ
．

真
景
実
情
非
ン
ハ

二
妙
悟
ノ
者
ニ

一
不
レ
能
ハ

レ
道
フ
ヿ
。

⑦
本も

と

橋は
し

霞か
し
ゆ
う岫

『
唐と

う

詩し

選せ
ん

事じ

証し
よ
う』

巻
上
（
明
和
四
年
〈
一
七
六
七
〉）

花
落
ヿ
不
知
ヌ
多
少
ソ　
惜
ム

二
春
意
ヲ

一
尤
幽
雅
。　

・
花
ノ
サ
カ
リ
チ
ヤ
ガ
夕
ベ
ノ
風
雨
デ
ハ
定
テ
落
花
シ
タ
デ
ア
ロ
ウ
。
惜
イ
ヿ
チ
ヤ
。
何
ホ
ド
ヲ
チ
タ
ヤ
ラ
シ
ラ
ヌ
。
多
少
ゾ

サ
テ
ヲ
シ
イ
ヿ
チ
ヤ
ト
春
ヲ
オ
シ
ム
ノ
情
ヲ
云
タ
。

⑧
茶ち

や

釜が
ま

散さ
ん

人じ
ん

『
蕩と

う

子し

筌せ
ん

枉お
う

解か
い

』（
明
和
七
年
〈
一
七
七
〇
〉）

花ハ
ナ

落ヲ
ツ
ルヿ

知
シ
ン
ヌ

多タ
シ
ヤ
ウ
ゾ

少　
お
ほ
く
で
な
け
れ
バ
よ
い
が
と
ま
づ
ほ
か
の
事
に
き
が
つ
か
ず
紙か

ミ

の
こ
と
へ
お
も
ひ
つ
く
ハ
当た

う

世せ
い

〳
〵

⑨
宇う

野の

明め
い

霞か

『
唐と

う

詩し

集し
つ

註ち
ゆ
う』

巻
六
（
安
永
三
年
〈
一
七
七
四
〉）

花
落
ル
ヿ
知
多
少
ソ　

 

宋
子
侯
詩 　
花
落
何
ソ
飄
颺　 

江
淹
青
苔
賦 　
吾
孰
ソ
知
二
其
多
少
フ

一　

⑩
大だ

い

典て
ん

顕け
ん

常じ
よ
う『

唐と
う

詩し

解か
い

頤い

』
巻
六
（
安
永
五
年
〈
一
七
七
六
〉）

花
落
ル
ヿ
知
多
少
ソ　
未
シ
テ

レ
離
レ
褥
ヲ
言
。
〇
真
景
実
情
説
得
テ
間
雅
。

⑪
戸と

崎ざ
き

淡た
ん

園え
ん

『
箋

せ
ん
ち
ゆ
う註

唐と
う

詩し

選せ
ん

』
巻
六
（
安
永
九
年
〈
一
七
八
〇
〉）
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花
落
ル
ヿ
知
ス  

不
レ
知  

多
少
ソ
。
定
是
不
レ
少
。
知
多
少
三
字
猶
レ
云
レ
多
。
多
少
景
多
少
客
、
皆
同
。
眠
則
為
二
啼
鳥
起
一
。
覚
則
思
二
花
落
一
。
幽
況
可
レ
想
也
。
無
事
愈
見
。

⑫
三み

浦う
ら

梅ば
い

園え
ん

『
詩し

轍て
つ

』
巻
六
（
天
明
元
年
〈
一
七
八
一
〉）

故
ニ
花
落
ル
ヿ
知
ヌ
多
少
ソ
、
ト
ハ
、
花
カ
ド
レ
ホ
ド
落
タ
カ
知
ラ
ヌ
也
。

⑬
宇う

野の

東と
う
ざ
ん山

『
唐と

う

詩し

選せ
ん

解か
い

』
巻
六
（
天
明
三
年
〈
一
七
八
三
〉）

花
落
ル
ヿ
知
ン
ヌ
多
少
ソ　
　
昨
夜
ハ
．
風
雨
ガ
ハ
ケ
シ
カ
ツ
タ
ガ
．
定
テ
花
モ
大
フ
ン
落
タ
デ
ア
ラ
フ
．
春
ノ
ス
ギ
ユ
ク
ヲ
．
惜
ム
情
ナ
リ
。
○
ナ
ン
ノ
意
モ
ナ
イ
ヤ
ウ
ナ
詩
ナ

レ
ド
モ
．
真
景
実
情
非
ン
ハ

二
妙
悟
ノ
者
ニ

一
不
レ
能
ハ

レ
道
フ
ヿ
。

⑭
鴇と

き

田た

忠た
だ

厚あ
つ

『
唐と

う

詩し

選せ
ん

講こ
う

義ぎ

』
巻
六
（
天
明
七
年
〈
一
七
八
七
〉）

花
落
ル
ヿ
知
ン
ヌ
多
少　
　
頭
ヲ
枕
上
ニ
置
テ
曙
天
ノ
鳥
声
ヲ
聞
キ
忽
チ
前
夜
風
雨
ノ
声
セ
シ
ヲ
思
ヒ
出
シ
テ
言
フ
也
。
風
雨
ノ
為タ

メ

ニ
定
メ
テ
多
少
ノ
花
ヲ
吹
キ
落
シ
タ
ル
成
ル
可

シ
ト
也
。
誠
ニ
隠
士
ノ
身
ニ
テ
屈
ス
ル
所
ナ
ク
心
ノ
欲
ル
所
ニ
従
テ
従
容
不
迫
ナ
ル
ヲ
説
キ
得
タ
リ
。
但
シ
古
人
此
ノ
詩
ヲ
評
シ
テ
盲メシ
子ヒ
ノ
詩
ニ
似
タ
リ
ト
云
フ
。

⑮
千ち

葉ば

芸う
ん

閣か
く

『
唐と

う

詩し

選せ
ん

講こ
う

釈し
や
く』

巻
六
（
寛
政
二
年
〈
一
七
九
〇
〉）

花
落ヲ

ツ
ル
ヿ
知
ン
ヌ
多
少
ソ　
　
風
雨
ノ
声
ガ
シ
タ
。
庭
ノ
花
モ
．
サ
ゾ
落ヲ

チ

シ
ヿ
モ
多
カ
ラ
ン
ト
惜
ム
ヤ
ウ
ス
．
世
ニ
ケ
ガ
レ
ヌ
心
モ
有
リ
テ
．
真
ノ
景
色
ニ
．
我
ガ
閑
情
ヲ
ノ
ベ
タ

ヂ
ヤ
〇
多
少
ハ
対
文
ト
テ
．
多
ト
少
ト
文
字
ガ
対
シ
テ
有
ル
．
ソ
コ
デ
散
文
ト
テ
．
一
字
入
用
ガ
ナ
イ
．
此
句
モ
少
ノ
字
ハ
．
韻
ニ
用
ヒ
タ
バ
カ
リ
テ
入
用
デ
ナ
シ
．
多
ノ
字
ガ
入
用
ヂ
ヤ
．

散
文
ノ
散
ハ
入
用
ノ
ナ
キ
ヲ
云
デ
ア
ル
．

⑯
小こ

林ば
や
し

高た
か

英ひ
で

『
唐と

う

詩し

選せ
ん

和わ

訓く
ん

』「
五
言
絶
句
」（
寛
政
二
年
〈
一
七
九
〇
〉）

花
落
ル
ヿ
知
ヌ
多
少
ソ　
　

花
は
な
を
つ
る
こ
と落

知し
ん
ぬ

多た
セ
う
ぞ少　

　
花は

な

が
多お

ゝ

く
ち
つ
た
で
あ
ろ
ふ
と
也
。
只た

ゞ

何な
に

と
も
な
く
浮う

き

世よ

を
か
ま
わ
ぬ
隠ゐ

ん

者し
や

の
て
い
な
り
。

⑰
皆み

な

川が
わ

淇き

園え
ん

『
唐と

う

詩し

通つ
う

解か
い

』
巻
六
（
寛
政
五
年
〈
一
七
九
三
〉）

花
落
ル
ヿ
知
ン
ヤ
二
多
少
ヲ
一　
　
今
朝
庭
花
為
メ
ニ

レ
之
カ
推
落
ス
ル
者
、
不
レ
知
レ
有
ヿ
ヲ

二
多
少
一
也
。
形
二―
容
幽
人
之
間
情
ヲ

一
尤
尽
二
其
致
一
矣
。

⑱
南な

ん

朝ち
よ
う

山さ
ん

人じ
ん

『
面も

美み

知じ

の之
娌り

』
第
一
回
（
寛
政
年
間
〈
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
〉）
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花は
な
お
ち
と落

知し
ん
の

多た
せ
う少

ハ
ヽ
ヽ

⑲
田た

島じ
ま

養よ
う
げ
ん元

『
頭と

う

書し
よ

唐と
う

詩し

選せ
ん

』
巻
六
（
享
和
元
年
〈
一
八
〇
一
〉）

花
落
ル
ヿ
知
ヌ
多
少
ソ

⑳
龍り

ゆ
う

玉ぎ
よ
く
し
よ
う松

翁お
う

『
唐と

う

詩し

朗ろ
う

詠え
い

集し
ゆ
う』（

天
保
十
五
年
〈
一
八
四
四
〉）

花は
な
お
つ
る
こ
と

落
知し

ん
ぬ

多た
せ
う少

㉑
雲う

ん

華げ

院い
ん

大た
い

含が
ん

『
歎た

ん

徳ど
く
も
ん文

講こ
う

義ぎ

』
巻
下
（
弘
化
三
年
〈
一
八
四
六
〉）

此
レ
ハ
花
落
知
多
少
ト
ア
ル
モ
多
少
ハ
只
多
イ
ト
云
フ
コ
ト
．

㉒
正し

よ
う
じ
よ
う定

院い
ん

制せ
い

心し
ん

『
最さ

い

要よ
う

鈔し
よ
う

要よ
う

註ち
ゆ
う』（

嘉
永
四
年
〈
一
八
五
一
〉）

唐
詩
ノ
中
ニ
花
落
知
多
少
ト
ア
ル
ガ
、
多
少
ト
云
ヘ
バ
文
字
ハ
多
イ
ト
少
イ
ト
ナ
レ
ド
モ
花
ガ
少
シ
落
チ
タ
ト
云
テ
ハ
義
ヲ
成
ゼ

ズ
。

㉓
中な

か

島じ
ま

広ひ
ろ

足た
り

『
橿か

し

園ぞ
の

随ず
い

筆ひ
つ

』
巻
上
（
嘉
永
七
年
〈
一
八
五
四
〉）

花
落
知
多
少
．
是
皆
辞
義
至
浅
．
児
女
子
所
二
能
ク
言
一
者
ニ
シ
テ
．
而
意
味
雋
永
．
都
テ
在
二
言
外
一
．
非
二
諷
詠
一
無
三
以
テ
覚
二
其
妙
ヲ

一
云
云
と
い
へ
る
．　

　

上
記
の
う
ち
、
①
入
江
南
溟
・
③
新
井
白
蛾
・
⑦
本
橋
霞
岫
・
⑪
戸
崎
淡
園
・
⑫
三
浦
梅
園
の
用
例
か
ら
は
「
知
」
は
「
不
知
」
を

含
ん
で
お
り
、「
知
多
少
」は「
い
く
ら
散
っ
た
の
か
知
ら
な
い
」と
推
量
用
法
と
解
さ
れ
た
状
況
が
踏
襲
さ
れ
る
。
結
果
的
に
概
し
て「
知

ん
ぬ
」
と
読
み
継
が
れ
た
様
子
が
見
ら
れ
る
が
、
近
代
以
降
に
は
徐
々
に
訓
読
に
揺
れ
が
生
じ
る
よ
う
に
な
る
。

《
戦
前
に
お
け
る
諸
書
の
訓
読
》

①
松
岡
文
洲
『
訓
点
唐
詩
選
』（
明
治
十
八
年
〈
一
八
八
五
〉）
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花ハ
ナ
ヲ
ツ落
ル
ヿ
如シ
ラ

（
マ
マ
）

ン
多タ
シ
ヤ
ウ少

②
篠
田
城
南
『
唐
詩
選
講
義
』（
明
治
二
十
六
年
〈
一
八
九
三
〉）

花
落
ル
ヿ
知
レ
ス
多
少
ゾ

③
永な

が

沢さ
わ

南な
ん

陵り
よ
う『

唐
詩
選
独
修
』（
明
治
二
十
六
年
〈
一
八
九
三
〉）

花
落
ル
ヿ
知シ

ン
ヌ
多タ

シ
ヤ
ウ少

ゾ

④
松
本
謙
堂
『
唐
詩
選
講
義　

鼇
頭
字
義
訓
解
（
漢
文
学
講
義
）』（
明
治
二
十
六
年
〈
一
八
九
三
〉）

花ハ
ナ

落ヲ
ツ

ル

○
　
●

知シ
ル

○

多タ
セ
ウ少

。

○
　
●

⑤
緑み

ど
り

川か
わ

幸ゆ
き

則の
り

『
漢
文
講
義
』（
明
治
四
十
年
〈
一
九
〇
七
〉）

花
落
ル
ヿ
知
リ
ヌ
多
少
。

⑥
久く

保ぼ

天て
ん

随ず
い

『
唐
詩
選
新
釈
』
第
四
冊
（
明
治
四
十
二
年
〈
一
九
〇
九
〉）

花
落
ツ
ル
知
ン
ヌ
多
少
ヲ
。

⑦
斎
藤
藤
次
郎
『
唐
詩
選
註
釈
（
国
漢
文
叢
書
）』（
明
治
四
十
三
年
〈
一
九
一
〇
〉）

花
落
知
多
少　
　

花
落
つ
る
こ
と
知
る
多
少
。

⑧
大お

お

畑は
た

匡き
よ
う

山ざ
ん

『
和
漢
歴
代
名
詩
選
』（
明
治
四
十
四
年
〈
一
九
一
一
〉）

花ハ
ナ
オ
ツ落

ル
ヿ
知シ
ル
多タ

セ
ウ少

⑨
久
保
天
随
『
評
註
名
詩
新
選
』（
大
正
三
年
〈
一
九
一
四
〉）

花
落
知
多
少
。　

花は
な

落お

つ
る
知し

ら
ぬ
多た

少せ
う

ぞ
。

⑩
楠

く
す
の
き

鍛た
ん

鉄て
つ

『
漢
詩
篇
』（
大
正
四
年
〈
一
九
一
五
〉）
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花○

落●
コ
ト
知○
ン
ヌ
多○

少▲
ソ

⑪
塩し

お

谷の
や

温お
ん

『
支
那
文
学
概
論
講
話
』（
大
正
八
年
〈
一
九
一
九
〉）

花
落●
ツ
知
ル
多○

●少
ゾ　

上
声
、
篠
韻

⑫
釈し

や
く

清せ
い

潭た
ん

『
国
訳
漢
文
大
成　

文
学
部　

第
五
巻　

唐
詩
選
』（
大
正
九
年
〈
一
九
二
〇
〉）

花
落
知
多
少
。　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

ん
ぬ
多た

少せ
う

ぞ
、

⑬
大お

お

町ま
ち

桂け
い

月げ
つ

『
和
漢
名
詩
詳
解
』（
大
正
十
年
〈
一
九
二
一
〉）

花○

○落
知○

○多
少○

。　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知ち

ん
ぬ
多た

少せ
う

。　
　

⑭
塚つ

か

本も
と

哲て
つ

三ぞ
う

『
漢
文
叢
書　

第
十
四　

唐
詩
選
・
三
体
詩
』（
大
正
十
三
年
〈
一
九
二
四
〉）

花
落
知
多
少
。　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知
り
ぬ
多
少
ぞ
。

⑮
川か

わ

上か
み

天て
ん
ざ
ん山

『
詳
解
全
訳
漢
文
叢
書　

第
七
巻　

唐
詩
選
』（
昭
和
二
年
〈
一
九
二
七
〉）

花
落
知
多
少
。　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

ん
ぬ
多た

少せ
う

ぞ
。　
　

⑯
簡か

ん

野の

道み
ち

明あ
き

『
唐
詩
選
詳
説
』
巻
下
（
昭
和
四
年
〈
一
九
二
九
〉）

花
落
知
多
少
。　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

ん
ぬ
多た

少せ
う

ぞ
。

⑰
平ひ

ら

野の

秀ひ
で
き
ち吉

『
唐
詩
選
全
釈
』（
昭
和
四
年
〈
一
九
二
九
〉）

花
落
知
多
少　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

り
ぬ
多た

少せ
う

ぞ
。　

⑱
佐さ

久く

節み
さ
お『

唐
詩
選
新
釈
（
昭
和
漢
文
叢
書
）』（
昭
和
四
年
〈
一
九
二
九
〉）

花
落
ツ
ル
コ
ト
知
ン
ヌ
多
少
。　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

ん
ぬ
多た

少せ
う

。　

⑲
塩
谷
温
『
唐
詩
三
百
首
新
釈
（
昭
和
漢
文
叢
書
）』（
昭
和
四
年
〈
一
九
二
九
〉）
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花
落
ツ
ル
コ
ト
知
ル
多
少●
ソ　

上
声
、
篠
韻　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

る
多い

く
ば
く少

ぞ
。　

⑳
漆う

る
し

山や
ま

又ま
た

四し

郎ろ
う

『
唐
詩
選
訳
註　

附
作
者
略
伝
』
下
巻
（
昭
和
六
年
〈
一
九
三
一
〉）

花
落
知
多
少　
　

花は
な

の
落お

つ
る
こ
と
知し

ん
ぬ
多タ

セ
ウ少

を
。

㉑
直な

お

木き

三さ
ん
じ
ゆ
う
ご

十
五
『
明め

い

暗あ
ん

三さ
ん

世せ

相そ
う

』
上
巻
（
昭
和
七
年
〈
一
九
三
二
〉）

花は
な
お落

つ
る
こ
と
を
知し

る
、
多た

少せ
う

㉒
市い

ち

川か
わ

源げ
ん

三ぞ
う

『
一
日
一
言
修
養
生
活
』（
昭
和
七
年
〈
一
九
三
二
〉）

花
落
知
多
少　

花
落
つ
る
多
少
を
知
る

㉓
塩し

お

谷の
や

温お
ん

『
興
国
詩
選　

漢
土
篇
』（
昭
和
九
年
〈
一
九
三
四
〉）

花
落
ツ
ル
コ
ト
知
ル
多
少　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

る
多た

少せ
う

。

㉔
川
上
天
山
『
誰
に
も
解
る
漢
詩
作
法
』（
昭
和
十
年
〈
一
九
三
五
〉）

花○

●落
知○

○多
少●

。　

花
落
つ
る
知
ん
ぬ
多
少
ぞ
。

㉕
簡
野
道
明
『
和
漢
朗
吟
詩
集
』（
昭
和
十
一
年
〈
一
九
三
六
〉）

花
落
知
多
少　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

ん
ぬ
多た

少せ
う

。

㉖
松ま

つ

平だ
い
ら

康や
す

国く
に

『
漢
詩
大
講
座　

第
六
巻　

名
詩
評
釈
（
初
盛
唐
）』（
昭
和
十
一
年
〈
一
九
三
六
〉）

花
落
知
多
少　
　

花
落
ツ
ル
知
リ　

多
少
ヲ
。　
　

㉗
細ほ

そ

貝が
い

香こ
う
と
う塘

『
漢
詩
読
本
』（
昭
和
十
一
年
〈
一
九
三
六
〉）

花○

落
ツ
ル
コ
ト
知
ル
多○

○少
ゾ
。　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

る
多い

く
ば
く少

ぞ

㉘
川か

わ

口ぐ
ち

白は
く

浦ほ

『
唐
詩
選
新
釈
』（
昭
和
十
三
年
〈
一
九
三
八
〉）
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花
落
知
多
少
。　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

ん
ぬ
多た

少せ
う

ぞ
。

㉙
小こ

林ば
や
し

信し
ん
め
い明

『
唐
詩
選
通
解
』（
昭
和
十
四
年
〈
一
九
三
九
〉）

花
落
ツ
ル
コ
ト
知
リ
ヌ
多
少
ゾ
。　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

り
ぬ
多た

少せ
う

ぞ
。

㉚
小こ

杉す
ぎ

放ほ
う

庵あ
ん

『
唐
詩
及
唐
詩
人
』（
昭
和
十
四
年
〈
一
九
三
九
〉）

花
落
知
多
少　
　

花
落
つ
る
こ
と
知
ん
ぬ
多
少

㉛
佐
々
木
久
『
作
詩
と
鑑
賞　

漢
詩
の
新
研
究
』（
昭
和
十
七
年
〈
一
九
四
二
〉）

花○

●落
知○

○多
少●　
　

花
落
つ
る
こ
と
知
ん
ぬ
多
少
ぞ

《
戦
後
に
お
け
る
諸
書
の
訓
読
》

①
塩し

お

谷の
や

温お
ん

『
支
那
文
学
概
論
』
上
篇
（
昭
和
二
十
一
年
〈
一
九
四
六
〉）

花●落
知
ル
多○

●少
ゾ　

上
声
、
篠
韻

②
吉
川
幸
次
郎
『
新
唐
詩
選
』（
昭
和
二
十
七
年
〈
一
九
五
二
〉）

花
落
知
多
少　
　

花
落
つ
る
こ
と
知
ん
ぬ
多
少
ぞ

③
山や

ま

岸ぎ
し

徳と
く

平へ
い

『
唐
詩
評
解
』（
昭
和
二
十
七
年
〈
一
九
五
二
〉）

花
落
知
多
少●

（
上
声
篠
韻
）　

花
落
ツ
ル
コ
ト
知
リ
ヌ
多
少
ゾ　
　

花は
な

落お

ち
た
る
こ
と
知し

り
ぬ
、
多た

少せ
う

を
。

④
内う

ち

田だ

泉せ
ん

之の

助す
け

『
唐
詩
の
解
説
と
鑑
賞
』（
昭
和
二
十
八
年
〈
一
九
五
三
〉）

花
落
知
多
少　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

る
多た

せ
う少

。

⑤
内う

ち
の野

熊く
ま

一い
ち

郎ろ
う

『
漢
文
漢
字
の
教
育
』（
昭
和
二
十
九
年
〈
一
九
五
四
〉）

花
落●

知
多○

少◎　
　

花
落
ツ
ル
コ
ト
知
ル
多
少
ヲ　
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⑥
太お

お

田た

青せ
い

丘き
ゆ
う『

唐
詩
入
門
』（
昭
和
三
十
年
〈
一
九
五
五
〉）

花
落
知
多
少　
　

花
落
つ
る
こ
と
知
る
多
少
ぞ
。　
　

⑦
内
田
泉
之
助
『
新
選
唐
詩
鑑
賞
』（
昭
和
三
十
一
年
〈
一
九
五
六
〉）

花
落
知
多
少　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

ん
ぬ
多た

少せ
う

ぞ
。　
　

⑧
藤ふ

じ

野の

岩い
わ

友と
も

『
漢
文
学
習
叢
書
③
漢
詩
』（
昭
和
三
十
二
年
〈
一
九
五
七
〉）

花
落
ツ
ル
コ
ト
知
リ
ヌ
多
少
ナ
ル
ヲ
。　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知
り
ぬ
多た

少せ
う

な
る
を
。

⑨
諸も

ろ

橋は
し

轍て
つ

次じ

『
漢
字
漢
語
談
義
』（
昭
和
三
十
六
年
〈
一
九
六
一
〉）

花
落
知
多
少●

。　

花
落
つ
る
こ
と
知
る
多
少
ぞ
。

⑩
高た

か

木ぎ

正ま
さ
か
ず一

『
漢
詩
鑑
賞
入
門
』（
昭
和
三
十
七
年
〈
一
九
六
二
〉）

花
落
知
多
少　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と　

知し

ん
ぬ
多た

少し
よ
うぞ　

　

⑪
市い

ち

川か
わ

本も
と

太た

郎ろ
う

『
漢
詩
概
説
』（
昭
和
三
十
八
年
〈
一
九
六
三
〉）

花○

●落
知○

○多
少◉

。　

花
落
つ
る
こ
と
知
り
ぬ
多
少
ぞ
。

⑫
前
野
直
彬
『
唐
詩
選
（
岩
波
文
庫
）』
巻
下
（
昭
和
三
十
八
年
〈
一
九
六
三
〉）

花
落
知
多
少　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

ん
ぬ
多た

少し
よ
うぞ　

　

⑬
目め

加か

田だ

誠ま
こ
と『

新
釈
漢
文
大
系　

第
十
九
巻　

唐
詩
選
』（
昭
和
三
十
九
年
〈
一
九
六
四
〉）

花
落
知
多
少　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と　

知し

ん
ぬ　

多た

少せ
う

ぞ
。　

⑭
斉さ

い

藤と
う

晌し
よ
う『

漢
詩
大
系　

第
七
巻　

唐
詩
選
下
』（
昭
和
四
十
年
〈
一
九
六
五
〉）

花
落
知
多
少　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と　

知し

ん
ぬ
多た

少せ
う

ぞ
。
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⑮
高た

か

木ぎ

正ま
さ
か
ず一

『
新
訂
中
国
古
典
選　

第
十
四
巻　

唐
詩
選
上
』（
昭
和
四
十
年
〈
一
九
六
五
〉）

花
落
知
二
多
少
一　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
多た

少し
よ
うな

る
を
知し

ら
ん
や

⑯
猪い

の
ぐ
ち口

篤あ
つ

志し

『
新
漢
詩
選
』（
昭
和
四
十
一
年
〈
一
九
六
六
〉）

花
落
知
多
少○　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

ん
ぬ
多た

少せ
う

ぞ
。

⑰
田た

所ど
こ
ろ

義ぎ
こ
う行

『
新
評
唐
詩
選
』
下
巻
（
昭
和
四
十
四
年
〈
一
九
六
九
〉）

花○

×落
知○

○多
少×　
　

花
、
落
つ
る
こ
と
、
多
少
を
知
る

⑱
太お

お

田た

青せ
い

丘き
ゆ
う『

芭
蕉
と
杜
甫
』（
昭
和
四
十
四
年
〈
一
九
六
九
〉）

花
落
知
多
少　
　

花
落
つ
る
こ
と
、
知
る
多い

く
ば
く少

ぞ
。

⑲
高た

か

木ぎ

健た
け

夫お

『
唐
詩
選
の
旅
』（
昭
和
四
十
五
年
〈
一
九
七
〇
〉）

花は
な

落
お
つ
る
こ
と

知し
ん
ぬ
た多

少し
よ
う
ぞ

　
　

ど
れ
ほ
ど
散
っ
た
花
じ
ゃ
や
ら

⑳
有あ

り

原は
ら

末す
え

吉き
ち

『
漢
詩
鑑
賞
二
百
選
』（
昭
和
四
十
九
年
〈
一
九
七
四
〉）

花
落
知
多
少　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

る
多た

少
し
よ
う

㉑
入い

り

谷た
に

仙せ
ん

介す
け

『
漢
詩
の
散
歩
道
』（
昭
和
四
十
九
年
〈
一
九
七
四
〉）

花
落
知
多
少　
　

花
の
落
つ
る
を
知
る
多
少
ぞ

㉒
山や

ま

田だ

勝か
つ

美み

『
中
国
名
詩
鑑
賞
辞
典
』（
昭
和
五
十
三
年
〈
一
九
七
八
〉）

花
落
知
多
少●　
　

花は
な
ち落

る
こ
と　

知い
く

多ば

く少
ぞ

㉓
前ま

え
の野

直な
お

彬あ
き

『
中
国
文
学
序
説
』（
昭
和
五
十
七
年
〈
一
九
八
二
〉）

花
落
知
多
少　
　

花は
な　

落お

つ
る
こ
と　

知し

ん
ぬ
多た

少せ
う

ぞ
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㉔
長は

谷せ

川が
わ

滋し
げ

成な
り

『
漢
詩
解
釈
試
論
―
転
句
を
視
点
に
し
て
―
』（
昭
和
五
十
七
年
〈
一
九
八
二
〉）

花
落
知
多
少　
　

花
落
つ
る
こ
と
多い

く
ば
く少

を
知
ら
ん
や　

㉕
猪い

の
ぐ
ち口

篤あ
つ

志し

『
評
釈
中
国
歴
代
名
詩
選
』（
昭
和
五
十
七
年
〈
一
九
八
二
〉）

花
落
知
多
少○　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

ん
ぬ
多た

少せ
う

ぞ
。

㉖
松ま

つ

枝え
だ

茂し
げ

夫お

『
中
国
名
詩
選
（
岩
波
文
庫
）』
中
巻
（
昭
和
五
十
九
年
〈
一
九
八
四
〉）

花
落
知
多
少　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知
ら
ず
多い

く
ば
く少

ぞ
。

㉗
松
浦
友
久
『
唐
詩　

心
の
リ
ズ
ム
』（
昭
和
五
十
九
年
〈
一
九
八
四
〉）

花
落
知
多
少　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

る
多た

少し
よ
う

　
　

㉘
藤と

う

堂ど
う

明あ
き

保や
す

『
中
国
の
歴
史
と
故
事
（
旺
文
社
文
庫
）』（
昭
和
六
十
年
〈
一
九
八
五
〉）

花
落
知
多
少　
　

花　

落
つ
る
こ
と
多い

く
ば
く少

か
を
知
る
や
。　
　

㉙
蔡ツ

ア
イ

子ズ
ー

民ミ
ン

『
唐
詩
旅
情
』（
昭
和
六
十
年
〈
一
九
八
五
〉）

花
落
知
多
少
。　

花
落
ち
る
の
多い

か
ほ
ど少

か
を
知
る
や
。

㉚
前
野
直
彬
「
不
随
園
詩
話
㈥
」（『
中
国
古
典
研
究
』
第
三
十
五
号　

平
成
二
年
〈
一
九
九
〇
〉）

花
落
知
多
少　
　

花
落
つ
る
こ
と
知
る
や
多
少
ぞ

㉛
石
川
忠
久
『
漢
詩
を
よ
む　

春
の
詩
100
選
』（
平
成
八
年
〈
一
九
九
六
〉）

花
落
知
多
少●　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

ん
ぬ
多た

少し
よ
うぞ

㉜
一い

つ

海か
い

知と
も

義よ
し

『
漢
詩
入
門
』（
平
成
十
年
〈
一
九
九
八
〉）

花
落
つ
る
こ
と　

知
る　

多
少
ぞ
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㉝
中な

か

野の

孝こ
う

次じ

『
わ
た
し
の
唐
詩
選
』（
平
成
十
二
年
〈
二
〇
〇
〇
〉）

花
落
知
多
少　
　

花
落
つ
る
こ
と
多
少
な
る
を
知
ら
ん
や

㉞
宇う

野の

直な
お

人と

『
漢
詩
の
歴
史
』（
平
成
十
七
年
〈
二
〇
〇
五
〉）

花
落
知
多
少▲　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と　

知し

る
多た

少
し
よ
う

㉟
猪い

の
ぐ
ち口

篤あ
つ

志し

『
中
国
歴
代
漢
詩
選
』（
平
成
二
十
一
年
〈
二
〇
〇
九
〉）

花
落
知
多
少○　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

ん
ぬ
多た

少せ
う

ぞ
。

㊱
石
川
忠
久
『
漢
詩
鑑
賞
事
典
』（
平
成
二
十
一
年
〈
二
〇
〇
九
〉）

花
落
ツ
ル
コ
ト
知
ン
ヌ
多
少●
ゾ　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

ん
ぬ
多た

少し
よ
うぞ　

　

㊲
田た

部べ

井い

文ふ
み

雄お

『
漢
詩
塾　

漢
字
文
化
の
魅
力
下　

本
文
編
』（
平
成
二
十
三
年
〈
二
〇
一
一
〉）

花
落
ツ
ル
コ
ト
知
ル
多
少　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

る
多た

少し
よ
う

　
　

㊳
田た

中な
か

佩は
か
し刀

『
中
国
古
典
散
策　

現
代
語
訳
と
訓
読
と
』（
平
成
二
十
五
年
〈
二
〇
一
三
〉）

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

ん
ぬ
多た

少し
よ
うぞ　

　

㊴
宇
野
直
人
『
漢
詩
名
作
集
成
《
中
華
篇
》』（
平
成
二
十
八
年
〈
二
〇
一
六
〉）

花
落
知
多
少▲　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と　

知し

ん
ぬ　

多た

少せ
う

ぞ　

㊵
好よ

し

川か
わ

聡さ
と
し『

新
釈
漢
文
大
系
詩
人
篇
3　

王
維
・
孟
浩
然
』（
令
和
二
年
〈
二
〇
二
〇
〉）

花
落
知
多
少　
　

花は
な

落お

つ
る
こ
と
知し

る
多た

少せ
う

ぞ　
　

　

概
し
て
「
花
落
つ
る
こ
と
知
ん
ぬ
多
少
ぞ
」
と
訓
読
し
な
が
ら
も
語
釈
で
は
「
知
ら
な
い
」
を
意
味
す
る
伝
統
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、

こ
の
ほ
か
「
知
る
」・「
知
り
ぬ
」・「
知
ら
ん
や
」
な
ど
の
読
み
も
散
見
さ
れ
、「
春
暁
」
の
結
句
は
い
く
つ
か
の
読
み
方
が
な
さ
れ
て
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き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
注
目
し
た
い
点
は
同
じ
著
者
で
あ
っ
て
も
読
み
方
が
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
近
年
の
㊵
好
川
に

至
っ
て
も
「
後
に
疑
問
詞
が
つ
く
と
推
量
の
意
味
と
な
る
。
伝
統
的
な
訓
「
知
ん
ぬ
」
と
読
ん
で
も
意
味
は
同
じ
で
、
後
に
疑
問
詞
が

つ
い
た
時
の
漢
文
訓
読
の
読
み
癖
。「
知
っ
た
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
、
訓
読
は
時
代
ご
と
に
読
み
換
え
ら
れ
な

が
ら
も
解
釈
は
江
戸
か
ら
現
代
ま
で
基
本
的
に
ほ
ぼ
一
貫
し
て
踏
襲
さ
れ
て
き
た
状
況
が
う
か
が
え
る
。

四
　
結
句
「
花
落
知
多
少
」
を
め
ぐ
っ
て

─
雑
誌
『
解
釈
』
を
中
心
に

─

　

前
節
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
近
代
以
前
に
起
句
「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
の
定
訓
が
確
立
し
て
い
た
の
に
対
し
、
末
尾
の
結
句
「
花
落

知
多
少
」
が
諸
書
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
浮
か
び
あ
が
っ
た
。
当
初
は
服
部
南
郭
『
唐
詩
選
』
の
施
訓
以
降
、

「
花
落
つ
る
こ
と
知
ん
ぬ
多
少
ぞ
」
と
読
ま
れ
て
き
た
が
、
徐
々
に
読
み
が
紛
れ
て
い
く
。
こ
の
結
句
の
解
釈
を
め
ぐ
り
、
中
国
文
学

者
吉よ

し

川か
わ

幸こ
う

次じ

郎ろ
う

の
発
言
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
創
立
ま
も
な
い
解
釈
学
会
に
お
い
て
も
雑
誌
『
解
釈
』
創
刊
号
以
降
、
星ほ

し

川か
わ

清き
よ

孝た
か

・
福ふ

く

田だ

襄じ
よ
う
の
す
け

之
介
・
田た

所ど
こ
ろ

義ぎ

行こ
う

・
竹た

け

谷た
に

長ち
よ
う

二じ

郎ろ
う

・
田た

中な
か

佩は
か
し刀

な
ど
に
よ
り
盛
ん
に
取
り
沙
汰
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
も
漢
詩
訓
読
の
一
例
と

し
て
た
び
た
び
論
じ
ら
れ
た
（
な
お
、
著
者
の
肩
書
き
は
掲
載
当
時
の
も
の
で
あ
る
）。

　

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
八
月
、京
都
大
学
教
授
吉よ

し

川か
わ

幸こ
う

次じ

郎ろ
う

は
岩
波
新
書
『
新
唐
詩
選
』
を
発
刊
し
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ

た
が
、
当
該
箇
所
に
は
「
花
落
つ
る
こ
と
知
ん
ぬ
多
少
ぞ
」
と
い
う
伝
統
的
な
訓
読
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、「
最
後
の
句
の
「
知
多
少
」

は
、
多い

か
ほ
ど少

な
る
を
知
ら
ん
や
、
従
っ
て
実
は
「
不
知
多
少
」、
多
少
な
る
を
知
ら
ず
、
の
意
で
あ
る
。
あ
る
解
釈
に
は
多
少
と
は
多
き

こ
と
と
い
い
、
た
く
さ
ん
散
り
し
い
た
で
あ
ろ
う
と
説
い
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
」
と
疑
義
を
提
示
す
る7

＊

。

　

昭
和
三
十
年（
一
九
五
五
）五
月
、茨
城
大
学
教
授
星ほ

し

川か
わ

清き
よ

孝た
か

は
吉
川
幸
次
郎
の
伝
統
的
な
訓
読
と
解
釈
の
乖
離
を
指
摘
し
な
が
ら
、「
知

多
少
」
を
「
多
い
こ
と
が
わ
か
る
」
と
解
し
、「
知
ん
ぬ
多
少
ぞ
」
や
「
知
る
多
少
」
な
ど
の
読
み
に
拘
泥
す
る
の
で
は
な
く
、「
多
少
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な
る
を
知
れ
ど
も
」
や
「
知
る
こ
と
多
少
な
ら
ん
や
」
と
読
ん
だ
方
が
穏
当
で
あ
る
と
説
い
た＊

＊

。
ま
た
、
岡
山
大
学
教
授
福ふ

く

田だ

襄じ
よ
う
の
す
け

之
介

は
「
多
少
」
は
「
多
い
」
の
意
で
は
な
く
、「
い
く
ら
か
」・「
い
か
ほ
ど
」
と
解
し
た
う
え
で
、「
い
か
ほ
ど
散
っ
た
で
あ
ろ
う
か
」
と

自
問
し
な
が
ら
「
随
分
沢
山
散
っ
た
で
あ
ろ
う
な
」
と
自
答
し
た
中
に
心
理
の
過
程
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
「
多
少
」
の
二
字

の
中
に
言
い
知
れ
ぬ
深
み
が
あ
る
と
見
て
い
る＊

＊

。
東
京
女
子
大
学
教
授
田た

所ど
こ
ろ

義ぎ
こ
う行

は
日
本
語
の
変
遷
に
よ
り
今
ま
で
の
訓
読
が
耳
障

り
に
な
っ
た
場
合
に
は
新
た
な
読
み
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
当
該
詩
句
に
つ
い
て
も
「
花
落
ツ
ル
コ
ト
知
ン
ヌ
多
少
ゾ
」
は
「
花
落
ツ

ル
コ
ト
知
ル
二
多
少
ヲ
一
」
と
読
む
方
が
す
っ
き
り
す
る
と
述
べ
て
い
る＊1

＊

。

　

昭
和
三
十
五
年（
一
九
六
〇
）四
月
、都
立
日
比
谷
高
校
教
諭
竹た

け

谷た
に

長ち
よ
う

二じ

郎ろ
う

は
こ
の
問
題
を
明
確
に
整
理
し
て
お
り
、㈠「
多
少
」を「
多
」

の
義
と
解
し
、「
多
い
こ
と
を
知
る
（
た
く
さ
ん
落
ち
た
で
あ
ろ
う
）」（
甲
説
）、
㈡
「
多
少
」
を
ど
れ
ほ
ど
の
義
と
解
し
、「
知
」
は
以
下

の
不
定
を
受
け
て
「
知
ら
ず
」
の
意
と
捉
え
て
、「
ど
れ
ほ
ど
落
ち
た
か
わ
か
ら
な
い
」（
乙
説
）、
㈢
両
説
を
折
衷
し
た
「
ど
れ
ほ
ど

落
ち
た
で
あ
ろ
う
か
。
定
め
し
た
く
さ
ん
落
ち
た
で
あ
ろ
う
」（
丙
説
）の
三
説
を
あ
げ
、当
該
詩
の
中
に
含
蓄
深
さ
を
見
て
い
る＊＊

＊

。
ま
た
、

「
知
ン
ヌ
」
の
「
ぬ
」
は
「
打
消
」
で
は
な
く
、「
完
了
」
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
な
が
ら
誤
解
を
避
け
る
べ
く
「
知
リ
ヌ
（
知
ル
）
多

少
ゾ
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
が
、「
知
ら
ず
」
の
意
味
を
出
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、「
多
少
ヲ
知
ラ
ン
ヤ
」
の
読
み
が
ふ
さ
わ
し
い
点

に
も
触
れ
、「
漢
詩
の
訓
読
に
テ
ン
ス
の
緊
密
性
を
論
じ
る
の
に
足
ら
ん
や
」
と
結
論
づ
け
た
。
同
年
六
月
、
明
治
大
学
助
教
授
田た

中な
か

佩は
か
し刀

は
「
多
少
」
を
「
多
い
」
の
意
味
に
解
し
、「
ゆ
う
べ
は
強
い
雨
風
だ
つ
た
。
花
も
沢
山
散
つ
た
だ
ろ
う
」
と
訳
さ
れ
る
べ
き
と

説
く＊1

＊

。さ
ら
に
昔
か
ら
の
訓
読
を
斥し

り
ぞけ

て
新
し
い
訓
読
を
主
張
す
る
こ
と
は
徒
労
で
あ
る
と
言
及
し
、「
花
落
つ
る
こ
と
知
ん
ぬ
多
少
ぞ
」

と
訓
読
し
、「
知
ん
ぬ
」
は
「
知
り
ぬ
」
の
義
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
竹
谷
の
説
く
「
知
ら
ず
」
の
意
で
は
な
い
と
反
論
す
る
。

　

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
六
月
、
東
京
都
立
大
学
教
授
松ま

つ

枝え
だ

茂し
げ

夫お

は
古
来
よ
り
「
知
ン
ヌ
多
少
」
と
何
の
こ
と
か
わ
か
ら
ぬ
へ

ん
な
読
み
方
を
し
て
、「
多
い
こ
と
が
わ
か
る
」
と
い
う
ふ
う
に
解
釈
し
て
き
た
こ
と
、「
多
少
」
の
「
少
」
と
い
う
字
は
帯
字
と
い
っ
て
、



135 第四章　孟浩然「春暁」――結句「花落知多少」の定訓――

意
味
の
な
い
添
え
字
と
い
う
の
も
間
違
い
で
あ
り
、「
い
く
ら
」と
い
う
意
味
の
数
量
の
疑
問
詞
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
て
い
る＊1

＊

。
さ
ら
に
、

「
知
多
少
」
は
「
不
」
の
省
略
に
よ
り
「
知
ら
ず
多い

く
ば
く少

ぞ
」
と
訓
読
し
た
方
が
正
し
く
意
味
も
通
る
も
の
と
し
、
王
朝
時
代
の
古
語
を

い
た
ず
ら
に
墨
守
す
る
の
で
は
な
く
、
わ
か
り
や
す
い
口
語
を
使
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
る
。

　

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
三
月
、
鹿
児
島
大
学
教
授
松ま

つ

尾お

善よ
し

弘ひ
ろ

は
近
年
の
諸
書
に
お
け
る
「
春
暁
」
の
訓
読
を
並
べ
た
う
え
で
、

そ
の
当
否
を
云
々
す
る
の
は
あ
ま
り
成
算
的
で
は
な
い
と
し
、「
知
多
少
」
の
訓
点
を
施
す
直
訳
法
で
理
解
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る

と
指
摘
す
る＊1

＊

。「
花
落
つ
る
こ
と
多
少
を
知
ら
ず
」
が
原
詩
に
近
い
読
み
方
と
述
べ
、
そ
れ
が
無
理
で
も
せ
め
て
「
花
落
つ
る
こ
と
多

少
を
知
ら
ん
や
」
が
原
意
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
る
。

　

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
四
月
、
元
福
岡
県
教
育
研
究
所
長
牧ま

き

克か
つ

己み

は
「
知
多
少
」
に
つ
い
て
「
知
」
の
下
に
疑
問
詞
が
つ

く
場
合
に
は
反
語
の
意
を
帯
び
て
い
る
た
め
、「
不
知
多
少
」
の
意
味
で
あ
る
と
説
き
、
従
来
の
「
知
ン
ヌ
多
少
」
や
「
知
ル
多
少
」
も

原
文
の
真
意
を
伝
え
て
い
な
い
点
か
ら
こ
れ
を
斥
け
て
「
知
ラ
ン
ヤ
」
も
し
く
は
「
知
ラ
ヌ
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る＊1

＊

。
翌

六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
四
月
、元
大
東
文
化
大
学
教
授
原は

ら

田だ

種た
ね

成し
げ

は
牧
の
提
唱
す
る
反
語
「
知
ら
ん
や
」
の
解
釈
に
異
論
を
述
べ
、「
知

ん
ぬ
…
ぞ
」
の
形
で
「
…
わ
か
ら
な
い
（
知
ら
な
い
）」
の
意
で
は
な
く
し
て
、「
い
っ
た
い
…
で
あ
ろ
う
か
」
と
な
り
、
疑
問
の
強
調

の
意
と
な
る
と
論
じ
る＊1

＊

。

　

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
三
月
、
帝
京
高
校
教
諭
中な

か

村む
ら

佳よ
し

文ふ
み

は
国
際
化
時
代
に
お
け
る
漢
詩
教
育
を
考
察
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は

漢
詩
教
材
の
持
つ
根
元
的
な
「
韻
律
性
」
と
「
抒
情
性
」
を
複
数
の
読
み
方
を
す
る
こ
と
で
、リ
ズ
ム
を
生
か
し
な
が
ら
「
読
解
、鑑
賞
」

に
至
る
方
向
性
が
説
か
れ
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
《
字
音
読
み
（
原
詩
）》・《
訓
読
（
文
語
自
由
詩
）》・《
翻
訳
詩
（
文
語
定
型
詩
＝
井い

伏ぶ
せ

鱒ま
す

二じ

『
厄
除
け
詩
集
』）》
な
ど
重
層
的
に
読
む
べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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《
字
音
読
み
（
原
詩
）》

《
訓
読
（
文
語
自
由
詩
）》

《
飜
訳
詩
（
文
語
定
型
詩
）》

花か
ー

落ら
く

知ち
ー

多た
ー
し
ょ
う少

×

花
落
つ
る
こ
と　

知
る
多
少 

散
ッ
タ
木
ノ
花
イ
カ
ホ
ド
バ
カ
リ＊1

＊

　

さ
ら
に
国
際
化
に
お
け
る
古
典
教
育
と
し
て
「
日
本
文
化
＝
外
来
語
の
摂
取
・
受
容
」
の
立
場
を
明
確
に
し
て
「
東
ア
ジ
ア
の
文
化

圏
」
の
一
つ
と
し
て
明
確
に
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
言
及
す
る
。

　

こ
こ
で
改
め
て
「
知
ん
ぬ
」
の
箇
所
に
注
目
し
た
い
。
前
出
の
竹
谷
に
よ
れ
ば
、「
知
ん
ぬ
」
は
「
知
り
ぬ
（
知
っ
た
）」
と
「
知
ら
ぬ
」

と
の
混
用
が
あ
る
こ
と
を
注
意
し
て
い
る
が
、
実
は
こ
の
読
み
こ
そ
ど
ち
ら
の
意
味
を
内
包
す
る
点
で
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
南
郭
が『
唐
詩
選
』の
中
で
明
確
に「
知
ん
ぬ
」と
施
訓
し
た
も
の
と
し
て「
春
暁
」結
句
以
外
に
は
次
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
。

・ 

歳
歳
花
開
ク
知
ン
ヌ
為
ソ
レ
誰
カ 

 
 

 
 

（
巻
五　

李り

き頎
「
贈
盧
五
旧
居
」）

・ 

知
ン
ヌ
君
カ
到
ル
処
有
ン
二
逢
迎
一 

 
 

 
 

（
巻
五　

高こ
う

適せ
き

「
夜
別
韋
司
士
」）

・ 

明
年
此
ノ
会
知
ン
ヌ
誰
カ
健
ナ
ラ
ン 

 
 

 
 

（
巻
五　

杜と

甫ほ

「
九
日
藍
田
崔
氏
荘
」）

・ 

馬
首
東
来
知
ン
ヌ
是
レ
誰
ソ  

 
 

 
 

（
巻
七　

王お
う

昌し
よ
う

齢れ
い

「
出
塞
行
」）

　
「
知
ん
ぬ
」は
疑
問
詞
や
推
量
を
伴
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、そ
の
結
び
つ
き
に
よ
り「
ど
れ
ほ
ど
」の
意
味
を
生
じ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
し
、
ど
れ
ほ
ど
落
ち
た
か
を
知
っ
て
い
る
か
、
知
ら
な
い
か
の
差
異
は
さ
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
は
な
い
。
ち
な
み
に
「
春
暁
」
を

戯
作
の
中
で
も
じ
っ
た
用
例
と
し
て
、大お

お

田た

南な
ん
ぽ畝

「
行ゆ

き

残
の
こ
る
こ
と

知し
ん
ぬ
た多

少セ
う
そ」（

狂
詩
集
『
通つ

う

詩し

選せ
ん

笑し
よ
う

知ち

』「
春

し
ゆ
ん

前ぜ
ん

」
結
句　

天
明
七
年
〈
一
七
八
七
〉）、

式し
き

亭て
い

三さ
ん

馬ば

「
鼻は

な
お
ち落

て
知し

ん

ぬ
多た

少せ
う

ぞ
だ
」（
滑
稽
本
『
四し

十じ
ゆ
う

八は
ち

癖く
せ

』
第
三
編　

文
化
十
三
年
〈
一
八
一
六
〉）
な
ど
か
ら
も
「
知
ん
ぬ
」
の
読
み

の
定
着
が
見
ら
れ
る
。
や
は
り
、「
ぬ
」
の
用
法
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
助
動
詞
「
ぬ
」
に
は
「
完
了
の
終
止
形
」
と
「
打

消
の
連
体
形
」
が
あ
る
が
、
こ
の
「
ぬ
」
が
「
打
消
の
終
止
形
」
と
な
る
江
戸
時
代
の
用
例
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

◆
【
な
い
袖
は
振
れ
ぬ
】
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・ 

あ
る
袖そ

て

ハ
ふ
れ
ど
な
ひ
袖そ

で

ハ
ふ
ら
れ
ぬ
と
云
こ
と 

 
 

　
（
安や

す

原は
ら

貞て
い

室し
つ

『
か
た
こ
と
』
巻
五
）

・ 
な
き
袖
は
ふ
ら
れ
ぬ  

 
 

 
 

　
（
皆か

い

虚き
よ

『
世せ

話わ

尽づ
く
し』

巻
二
「
曳
言
」）

・ 
兎と

角
な
い
袖
ハ
振ふ

ら

れ
ぬ
と
い
へ
共
、
呉ご

服ふ
く

屋
心
つ
よ
く
堪か

ん

忍に
ん

せ
ず
。 

　
（
井い

原は
ら

西さ
い

鶴か
く

『
男な

ん

色し
よ
く

大お
お
か
が
み

鑑
』
巻
七
）

◆
【
泣
く
子
と
地
頭
に
は
勝
て
ぬ
】

・ 

泣
児
と
地ぢ

頭と
う

と
に
は
不ぬ
レ
克

か
た
れ 

 
 

 
 

　
（
松

し
よ
う
よ
う葉

軒け
ん

東と
う

井せ
い

『
譬た

と
え喩

尽づ
く
し』

巻
三
）

・ 

ヘ
ン
な
く
子
と
地ぢ

頭と
う

に
ハ
か
た
れ
ぬ
と
ハ
．
よ
く
い
つ
た
も
ん
だ
． 

　
（
式し

き

亭て
い

三さ
ん
ば馬

『
人に

ん

間げ
ん

万ば
ん

事じ

虚う

そ誕
計ば

つ
か
り』

後
編
）

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
「
知
多
少
」
が
伝
統
的
に
「
不
知
多
少
」
と
解
せ
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
唐
詩
テ
キ
ス

ト
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。
漢
文
学
者
鈴す

ず

木き

修し
ゆ
う

次じ

は
、
中
唐
期
に
入
る
ま
で
唐
詩
は
そ
の
制
作
時
に
お
い
て
編
纂
す
る
意
図
が
希
薄

で
あ
り
、
多
く
の
漢
詩
作
品
が
散
逸
さ
れ
て
い
た
状
況
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
活
版
印
刷
が
開
発
さ
れ
た
北
宋
期
に
な
っ
て
か
ら
唐
詩

は
宋
本
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
点
を
指
摘
す
る＊1

＊

。
北
宋
期
に
成
立
し
た
詩
文
集
『
文ぶ

ん
え
ん苑

英え
い

華が

』
巻
百
五
十
七
に
お
い
て
当
該
詩
句
の

異
説
も
所
収
さ
れ
る
。
そ
の
一
説
と
し
て
提
示
さ
れ
た
転
句
・
結
句
を
載
せ
る
。

 

転 

欲
知
昨
夜
風　

 　

昨
夜
の
風
を
知
ら
ん
と
欲
し

 

結 

花
落
無
多
少　

 　

花
落
つ
る
こ
と
多
少
無
か
ら
ん
や

　

人
口
に
膾
炙
し
た
当
該
詩
と
比
較
す
る
と
、異
説
の
場
合
に
は
結
句
の
「
知
」
が
転
句
に
移
り
、結
句
の
「
無
」
に
よ
っ
て
通
説
の
「
知

ら
ず
」
の
意
が
生
じ
た
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、「
知
」
が
「
不
知
」
の
意
を
内
包
し
た
こ
と
の
説
明
が
つ
く
。

　

こ
の
よ
う
に
「
春
暁
」
の
結
句
を
め
ぐ
っ
て
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
漢
詩
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
す
で
に
戦
前
に
お
い
て
詩

人
の
佐さ

藤と
う

一い
ち
え
い英

が
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

漢
詩
の
読
み
と
い
ふ
も
の
は
、
日
本
風
の
読
み
方
と
い
ふ
一
つ
の
方
向
は
定
め
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
そ
の
方
法
の
上
で
は
決
定
的
な
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も
の
が
何
も
な
か
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
鑑
賞
家
や
、
学
者
は
各
自
が
各
自
の
方
法
で
読
む
よ
り
道
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
読

み
が
十
人
十
色
に
な
る
の
は
む
し
ろ
当
然
で
は
な
い
か
。
こ
の
日
本
風
の
読
み
方
と
い
ふ
も
の
は
、
厳
密
な
意
味
で
は
読
み
と
は

呼
べ
な
い
も
の
で
、
半
ば
訳
を
兼
ね
た
も
の
で
あ
つ
た
。
即
ち
厳
密
に
は
訳
と
も
読
み
と
も
呼
べ
な
い
も
の
、
そ
の
い
づ
れ
と
も

つ
か
ず
い
づ
れ
で
も
あ
る
と
い
ふ
や
う
な
読
み
が
漢
詩
の
読
み
と
し
て
今
日
ま
で
通
用
し
て
来
た
。
元
来
訳
と
い
ふ
も
の
は
千
差

万
様
の
も
の
で
一
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
つ
て
み
れ
ば
、
こ
の
従
来
の
漢
詩
の
読
み
が
、
な
か
ば
訳
を
兼
ね
た
も
の
で
あ
る
以
上
、

一
定
し
な
い
の
は
あ
ま
り
に
明
白
な
こ
と
で
あ
る＊1

＊

。

　

ま
た
、早
稲
田
大
学
教
授
松ま

つ

浦う
ら

友と
も

久ひ
さ

は
平
安
時
代
以
降
漢
詩
の
享
受
方
法
が
「
訓
読
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
事
実
に
着
目
し
、「
訓

読
漢
詩
」
を
事
実
上
日
本
語
の
「
文
語
自
由
詩
」
に
位
置
づ
け
て
「
和
歌
」
や
「
俳
句
」
の
よ
う
な
「
文
語
定
型
詩
」
と
互
い
に
補
い
合
っ

て
、
日
本
語
の
詩
歌
の
歴
史
に
お
い
て
不
可
欠
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
し
、
さ
ら
に
「
春
暁
」
の
結
句
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」（
孟
浩
然
「
春
暁
」）
の
最
終
句
「
花
落
知
多
少
」
は
、
江
戸
時
代
以
来
、

　
　

花
落
つ
る
こ
と　

知
ん
ぬ
多
少
ぞ

0

0

0

0

0

0

と
読
ま
れ
て
き
た
。
た
だ
、
こ
れ
で
は
現
代
の
読
者
に
は
意
味
が
分
か
り
に
く
い
と
い
う
配
慮
か
ら
、
戦
後
の
教
科
書
類
で
は
、

　
　

花
落
つ
る
こ
と　

知
る
多
少

0

0

0

0

と
読
み
替
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
伝
統
的
な
読
み
を
尊
重
す
る
漢
学
系
の
読
書
会
や
詩
吟
会
、
あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
立
場

か
ら
書
か
れ
た
訳
注
類
で
は
、「
知
ん
ぬ
多
少
ぞ
」
が
正
調
の
訓
読
と
し
て
脈
々
と
承
け
つ
が
れ
て
い
る11

＊

。

　

こ
こ
で
は
「
多
少
」
が
疑
問
詞
「
ど
の
く
ら
い
」
の
意
と
し
、「
知
多
少
」
は
語
法
的
に
「
不
知
多
少
―
多
少
を
知
ら
ず
」（
ど
の
く

ら
い
か
分
か
ら
な
い
）
を
意
味
し
た
も
の
と
解
し
て
お
り
、「
知
ん
ぬ
多
少
ぞ
」
も
「
知
る
多
少
」
も
、
と
も
に
正
確
な
訓
読
と
は
言
い

が
た
い
と
し
、「
知
る
や
多
少
ぞ
」
あ
た
り
が
原
意
に
近
い
が
、「
知
る
多
少
」
と
「
知
ん
ぬ
多
少
ぞ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
譲
る
こ
と
な
く
強



139 第四章　孟浩然「春暁」――結句「花落知多少」の定訓――

固
に
受
け
つ
が
れ
て
き
た
の
は
、「
訓
読
漢
詩
」
は
響
き
や
リ
ズ
ム
そ
の
も
の
が
一
義
的
な
重
要
性
を
持
っ
て
お
り
、
最
初
に
覚
え
た

読
み
を
換
え
る
の
に
違
和
感
が
大
き
い
と
い
う
原
理
が
強
く
作
用
し
た
点
に
言
及
す
る
。

　

明
星
大
学
教
授
古こ

田た

島じ
ま

洋よ
う

介す
け

は
、
漢
文
訓
読
は
翻
訳
で
あ
り
な
が
ら
原
文
を
記
憶
し
や
す
い
よ
う
に
発
達
し
て
き
た
と
主
張
す
る
東

洋
哲
学
者
鈴す

ず

木き

直な
お

治じ

『
中
国
語
と
漢
文
』
の
論
説
を
踏
ま
え
、「
漢
文
訓
読
＝
《
記
憶
術
》」
論
の
観
点
か
ら
の
検
証
を
試
み
て
い
る1＊

＊

。

漢
文
訓
読
に
は
定
訓
の
偏
重
・
語
序
の
制
約
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
な
が
ら
、
漢
詩
の
訓
読
に
つ
い
て
は
原
詩
の
律
動
を
重
ん
じ

て
返
り
読
み
を
避
け
る
こ
と
、
さ
ら
に
音
読
が
熟
語
化
し
て
い
な
い
以
上
、
訓
読
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
も
の
と
し
、
訓
読
文
「
花

落
つ
る
こ
と
／
知
ん
ぬ
多
少
ぞ
」
と
韓
国
式
読
解
文
と
の
比
較
も
な
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
よ
う
に
「
訓
読
漢
詩
」
に
つ
い
て
安
易
に

読
み
換
え
を
許
容
し
て
し
ま
う
こ
と
は
却
っ
て
学
習
者
に
混
乱
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ず
、《
記
憶
術
》
の
観
点
か
ら

も
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

つ
ま
り
、
南
郭
は
「
知
多
少
」
を
め
ぐ
り
当
該
詩
に
お
け
る
「
知
」
に
つ
い
て
は
そ
の
詩
意
か
ら
肯
定
も
否
定
も
加
味
し
つ
つ
「
知

ん
ぬ
」
と
い
う
絶
妙
な
訓
読
を
施
し
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
訓
読
の
硬
質
性
に
照
ら
せ
ば
、
端
的
に
意
味
が
理
解
で
き
な
い
に
し
て

も
定
訓
と
し
て
の
成
立
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
　
ま
と
め
と
し
て

　

本
章
で
は
孟
浩
然
の
漢
詩
「
春
暁
」
の
結
句
の
解
釈
及
び
訓
読
の
用
例
を
俯
瞰
し
た
。
起
句
「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
が
日
常
生
活
に

お
い
て
深
く
浸
透
し
て
い
る
の
に
対
し
、
結
句
に
つ
い
て
は
近
代
期
に
入
る
と
す
で
に
読
み
の
異
同
が
生
じ
、
令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）

現
在
で
も
現
行
の
国
語
教
科
書
に
は
「
花
落
つ
る
こ
と
知
る
多
少
」
を
中
心
に
い
く
つ
か
の
訓
読
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
伝
統
的
訓

読
と
口
語
的
解
釈
と
の
乖
離
の
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
当
該
詩
に
は
訳
詩
も
い
く
つ
か
作
ら
れ
て
お
り
、大
正
十
四
年（
一
九
二
五
）



140

の
土と

岐き

善ぜ
ん
ま
ろ麿

「H
ana tiriken ka N

iw
a m

o seni.

（
＊
花
散
り
け
ん
か　

庭
も
狭せ

に
）」（『
鶯

う
ぐ
い
すの

卵た
ま
ご』）、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
の
佐さ

藤と
う

一い
ち
え
い英

「
花
や
落
ち
し　

落
ち
ず
や
い
か
に
」（『
新し

ん

韻い
ん

律り
つ

詩し

抄し
よ
う』）、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
の
井い

伏ぶ
せ

鱒ま
す

二じ

「
散
ッ
タ
木
ノ
花
イ
カ
ホ
ド

バ
カ
リ
」（『
厄や

く

除よ

け
詩し

集し
ゆ
う』）
な
ど
が
作
品
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

　

戦
後
、
吉
川
幸
次
郎
が
『
新
唐
詩
選
』
に
お
い
て
結
句
の
訓
読
に
疑
義
を
呈
し
て
以
降
、
七
十
年
以
上
も
の
間
決
着
が
つ
か
ず
、
定

訓
が
不
透
明
に
な
っ
た
こ
と
は
大
変
惜
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
松
浦
友
久
は
「
訓
読
漢
詩
」
を
事
実
上
日
本
語
の
「
文
語
自
由
詩
」

に
位
置
づ
け
、
古
田
島
洋
介
は
「
漢
文
訓
読
＝
〈
記
憶
術
〉」
の
観
点
か
ら
訓
読
の
重
要
性
を
論
じ
た
が
、
国
語
教
育
に
お
け
る
定
訓

の
消
失
は
は
な
は
だ
憂
慮
す
べ
き
事
案
と
な
る
。
近
世
以
降
の
訓
読
・
解
釈
に
照
ら
せ
ば
、「
不
」
を
用
い
ず
に
「
不
知
」
の
意
味
を

添
え
た
も
の
と
解
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
「
知
ん
ぬ
」
の
読
み
が
迂
遠
な
よ
う
で
実
は
最
適
解
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
改
め
て
服
部
南
郭
が
考
案
し
た
「
花
落
つ
る
こ
と
知
ん
ぬ
多
少
ぞ
」
の
定
訓
に
立
ち
返
る
べ
き
時
期
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
い
。

注＊ 

加
藤
敏
「
孟
浩
然
「
春
暁
」
―
漢
文
教
材
と
し
て
の
可
能
性
―
」（
千
葉
大
学
教
育
学
部
『
千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
第
五
十
四
号　

二
〇
〇
六
年
二
月
）・
阿
部
正
和
「
漢
詩
に
お
け
る
聴
覚
的
表
現
―
孟
浩
然
「
春
暁
」
を
手
が
か
り
に
し
て
―
」（
広
島
大
学
国
語
教
育
会
『
国
語

教
育
研
究
』
第
四
十
九
号　

二
〇
〇
八
年
三
月
）

＊ 

高
木
健
夫
「
西
安
の
章
」
一
〇
～
一
一
頁
。（『
唐
詩
選
の
旅
』
講
談
社　

一
九
七
〇
年
五
月
）

＊ 

入
谷
仙
介
「
春
暁
」
三
七
頁
。（『
漢
詩
の
散
歩
道
』
日
中
出
版　

一
九
七
四
年
十
月
）

＊ 

石
川
忠
久
「
春
暁
」
一
一
五
頁
。（『
中
国
古
典
詩
聚
花　

隠
逸
と
田
園 

２ 

』
尚
学
図
書　

一
九
八
四
年
九
月
）

＊ 

富
永
一
登
「
春
眠
に
つ
い
て
」
一
四
二
～
一
四
三
頁
。（
広
島
大
学
中
國
中
世
文
學
會
『
中
國
中
世
文
學
研
究
』
第
六
十
三
・
六
十
四
合
併
号　
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二
〇
一
四
年
九
月
）・
大
橋
賢
一「
孟
浩
然「
春
暁
」考
―
艶
詩
の
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
―
」二
一
頁
。（
全
国
漢
文
教
育
学
会『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』

第
六
〇
号　

二
〇
一
五
年
五
月
）

＊ 

松
尾
肇
子
「
国
語
教
科
書
に
お
け
る
漢
詩
「
春
暁
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
海
学
園
大
学
『
東
海
学
園
大
学
教
育
研
究
紀
要
』
第
二
巻
第
一
号　

二
〇
一
七
年
九
月
）

7 

吉
川
幸
次
郎
「
前
篇
」
一
四
三
頁
。（『
新
唐
詩
選
』
岩
波
書
店　

一
九
五
二
年
八
月
）

＊ 

星
川
清
孝
「
孟
浩
然
「
春
暁
」
の
訓
読
に
つ
い
て
」
七
頁
。（
解
釈
学
会
『
解
釈
』
第
一
巻
第
一
号　

一
九
五
五
年
五
月
）

＊ 

福
田
襄
之
介
「
孟
浩
然
「
春
曉
」
の
「
多
少
」
に
つ
い
て
」
二
八
頁
。（
解
釈
学
会
『
解
釈
』
第
一
巻
五
号　

一
九
五
五
年
九
月
）

＊0 

田
所
義
行
「
漢
詩
の
味
そ
の
二
―
訓
読
に
関
連
し
て
―
」
二
一
頁
。（
解
釈
学
会
『
解
釈
』
第
一
巻
第
八
号　

一
九
五
五
年
十
二
月
）

＊＊ 

竹
谷
長
二
郎
「「
花
落
知
多
少
」
の
解
釈
と
訓
読
」
二
三
頁
。（
解
釈
学
会
『
解
釈
』
第
六
巻
四
号　

一
九
六
〇
年
四
月
）
／
「「
花
落
知
多
少
」
再
論
」

八
頁
。（
解
釈
学
会
『
解
釈
』
第
六
巻
九
号　

一
九
六
〇
年
九
月
）
／
「
吉
川
幸
次
郎
氏
の
「
春
暁
」
の
所
説
を
読
ん
で
」
一
五
頁
。（
解
釈
学
会
『
解

釈
』
第
六
巻
九
号　

一
九
六
二
年
十
月
）

＊＊ 

田
中
佩
刀
「
孟
浩
然
の
「
春
暁
」
に
就
い
て
」
一
一
頁
。（
解
釈
学
会
『
解
釈
』
第
六
巻
六
号
（
六
十
二
）　

一
九
六
〇
年
六
月
）
／
「「
春
暁
」
再
説
」

二
七
頁
。（
解
釈
学
会
『
解
釈
』
第
六
巻
十
一
号
（
六
十
七
）　

一
九
六
〇
年
十
一
月
）

＊＊ 

松
枝
茂
夫
「
漢
詩
の
翻
訳
に
つ
い
て
」
四
一
頁
。（
筑
摩
書
房
『
言
語
生
活
』　

一
九
六
二
年
六
月
）

＊＊ 

松
尾
善
弘
「
唐
詩
読
解
上
の
誤
差
―
訓
読
批
判
（
其
の
二
）
―
」
三
二
六
頁
。（
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
『
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
人
文
・

社
会
科
学
編
』
第
三
十
二
号　

一
九
八
一
年
三
月
）

＊＊ 

牧
克
己
「
高
等
学
校
国
語
科
教
科
書
の
漢
文
訓
読
に
見
ら
れ
る
問
題
点
に
つ
い
て
」
一
二
六
頁
。（
全
国
漢
文
教
育
学
会
『
新
し
い
漢
文
教
育
』

第
四
号　

一
九
八
七
年
四
月
）
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＊＊ 

原
田
種
成
「
知
多
少
と
一
以
貫
之
の
訓
み
に
つ
い
て
」
一
一
七
頁
。（
全
国
漢
文
教
育
学
会
『
新
し
い
漢
文
教
育
』
第
六
号　

一
九
八
八
年
四
月
）

＊7 
中
村
佳
文
「
漢
文
教
材
・
鑑
賞
を
深
め
る
朗
読
の
学
習
指
導
―
リ
ズ
ム
を
重
視
し
た
漢
詩
の
〝
音
読
〟
指
導
論
―
」（『
早
稲
田
教
育
叢
書
7　

新

時
代
の
古
典
教
育
』
学
文
社　

一
九
九
九
年
三
月
）

＊＊ 

鈴
木
修
次
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
＊＊7　

唐
詩　

そ
の
伝
達
の
場
』（
日
本
放
送
出
版
協
会　

一
九
七
六
年
十
月
）

＊＊ 

佐
藤
一
英
「
漢
詩
の
読
み
と
訳
に
つ
い
て
―
漢
詩
新
釈
論
序
説
―
」
九
六
頁
。（『
新
韻
律
詩
論
』
昭
森
社　

一
九
四
〇
年
六
月
）

＊0 

松
浦
友
久
「「
文
語
自
由
詩
」
と
し
て
の
訓
読
漢
詩
―
定
型
詩
（
和
歌
・
俳
句
）
と
の
相
補
性
―
」
二
三
七
～
二
三
九
頁
。（『
漢
詩　

美
の
あ
り
か
』

岩
波
書
店　

二
〇
〇
二
年
一
月
）

＊＊ 

古
田
島
洋
介
「
漢
文
訓
読
の
〈
割
引
率
〉
―
記
憶
術
と
し
て
の
定
位
―
」（
明
星
大
学
日
本
文
化
学
部
言
語
文
化
学
科
『
明
星
大
学
研
究
紀
要
』

第
五
号　

一
九
九
七
年
三
月
）
／
「
漢
文
訓
読
＝
記
憶
術
」
論　

再
検
証
」（
明
星
大
学
日
本
文
化
学
部
言
語
文
化
学
科
『
明
星
大
学
研
究
紀
要
』

第
六
号　

一
九
九
八
年
十
月
）




